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(論文審査の要旨)  
B.Sc.，M.Sc.，Rajitha Lakmal Tennekoon 君提出の学位請求論文は「Implementation and Evaluation 















第 3 章では，ネットワークシミュレータ ns-3 を用いた提案手法の評価環境の構築および実際の評
価について述べている．特に，必要となる Distributed Link-State Routing (DLSR)プロトコルを ns-3
上に初めて実装しており，DLSR を用いた Per-hop 暗号化プロコトルについて説明している． 









トリーム処理，暗号・圧縮処理ハードウェアアクセラレータ Quick Assist Technology による HTTPS, 
GZIP 展開処理といった技術を統合することで低遅延化と高スループット化を達成している．さら
に実装したライブラリは，マルチコアを用いた効率的な分散ストリーム処理などの機能拡張が施さ
れるなど，コンテンツベースルータとして利用可能な高機能ライブラリである．実運用評価として，
このライブラリを用いたコンテンツベースルータを実装し，国内最大のインターネット関連技術展
示会 Interop2017 において，実際に商用ルータと相互結合しつつ会場の通信トラフィックをオンタ
イムかつ停止することなく解析し続けることに成功している． 
第 6 章では，本論文全体をまとめ，提案手法を用いることにより柔軟な暗号化通信網が構築可能
であるとともに，先に示した様々な問題を解決可能であると結論付けている． 
以上要するに，本研究はコンテンツベースルータを用いた Per-hop 暗号通信による新しい通信サ
ービスの可能性を示しており，情報通信分野において工業上，工学上寄与するところが少なくない．
よって，本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員会および開放環境科
学特別研究第２（情報工学）科目担当者で試問を行い，当該学術に関し広く深
い学識を有することを確認した．また，語学（英語）についても十分な学力を
有することを確認した． 
 
